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去
る
、
六
月
十
七
日（
木
）

石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

て
、
令
和
三
年
度
定
時
社

員
総
会
を
開
催
し
五
十
六

名
（
そ
の
他
委
任
状
提
出
：

四
百
六
十
三
名
）
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
昨
年

に
続
き
今
年
度
も
特
別
講
演

会
・
会
員
交
流
会
は
中
止
し
、

大
幅
に
縮
小
し
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
来

賓
に
つ
い
て
は
感
染
防
止
の

た
め
、
石
巻
税
務
署
署
長　

加
藤
光
司
様
の
み
ご
臨
席
を

賜
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
ま
ず
既
に
理

事
会
で
承
認
さ
れ
た
事
項
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
三
議
案
が
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
長
年
に
渡

り
当
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
退
任
理
事
の
皆
様
へ
感
謝

状
の
贈
呈
と
あ
わ
せ
て
、
優

良
経
理
員
表
彰
、
会
員
誦
経

功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
ち
ら
の
様
子
は
下
記

へ
詳
し
く
記
載
し
て
お
り
ま

す
。

　

報
告
及
び
議
案
は
左
記
の

通
り

【
報
告
事
項
】

◇
令
和
二
年
度
事
業
報
告
の

件
◇
令
和
三
年
度
事
業
計
画
報

告
の
件

◇
令
和
三
年
度
予
算
報
告
の

件

令
和
三
年
度 

定
時
社
員
総
会
を
開
催

令和３年度　石巻法人会役員一覧
職　名 氏　　名 会　社　名
会　長 松本  　賢 ㈱石巻精機製作所
副会長 大河原　惇 ㈱大河原光学

尾形　和昭 協立塗料㈱
松本　俊彦 ㈱松弘堂
伊藤　武彦 カガク興商㈱
櫻井　一義 ㈱櫻井建設
武山　良一 ㈱タケヤマ

理　事 浅野　辰之 宮城ヤンマ－㈱
久我　文敏 久我建設㈱
後藤　宗徳 ㈱ソーワダイレクト
木村　研一 ㈱ゼン・インターナショナル
若生　保彦 若生工業㈱
松本　治久 ㈱七星社
今野　将克 ㈲今弥商店
土田　太一 ㈱土田葬祭
髙橋　章弘 ㈱高橋施工
阿部　秀敏 ㈱エヌエス機器
千葉　雄之 ㈱ヒラツカ
髙橋　　寿 ㈱草新舎
千葉　伸芳 ㈱東松島まるせんタクシー
佐藤　牧観 ㈱上東五和
及川　信一 ㈱おいかわ
雫石　　浩 ㈱雫石
村上　雅紀 ㈱オーテック
遠藤　　貢 女川魚市場買受人（協）
武山　良治 ㈲報武工務店
岩佐　泰啓 ㈱アミックス
佐藤　昌良 ㈱丸本組
鶴岡　昭雄 ㈱アーバンプラント
井上　　一 ㈱井上
守　　健夫 ㈱守平商店
中澤　一男 石巻ガス㈱
小野寺　靖 丸興産業㈱
大森信治郎 ㈱大もり屋本店
丸岡　美穂 税理士法人平塚丸岡合同事務所
松川　幸代 ㈱あさひ財務経営
齋藤　祐司 ㈱齋武商店
遠藤　利夫 ㈱遠藤商会
柳橋　哲也 ㈱ほけんセレクト
木村美保子 ㈱ゼン・インターナショナル

監　事 石堂　紳一 ㈲石堂会計事務所
佐々木　淳 石巻信用金庫
梶谷　啓二 石巻商工信用組合

　

総
会
終
了
後
、
第
三
部
と

し
て
令
和
三
年
度
優
良
経
理

員
表
彰
と
会
員
増
強
功
労
者

表
彰
が
行
わ
れ
、
四
名
の
皆

様
が
晴
れ
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

優
良
経
理
員
表
彰
は
、
経

理
担
当
者
の
資
質
向
上
を
図

る
目
的
で
毎
年
実
施
し
て
お

り
、
会
員
企
業
か
ら
推
薦
さ

れ
た
十
年
以
上
の
勤
務
経
験

の
あ
る
優
秀
な
経
理
担
当
社

員
を
受
賞
対
象
者
と
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
一
名
の
方

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
功
労
者
表
彰

は
、
会
員
増
強
運
動
の
一
環

と
し
て
こ
ち
ら
も
毎
年
実
施

し
て
お
り
、
会
員
増
強
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
受

賞
対
象
者
と
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
三
名
へ
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。（
そ
れ
ぞ

れ
総
務
委
員
会
で
審
査
し
表

彰
し
て
お
り
ま
す
）

　

そ
の
他
、
こ
の
度
退
任
さ

れ
た
七
名
の
皆
様
へ
感
謝
状

の
贈
呈
と
、
石
巻
税
務
署
様

か
ら
も
三
名
の
理
事
へ
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

◇
そ
の
他

【
議
　
　
　
案
】

◇
第
一
号
議
案

令
和
二
年
度
収
支
決
算
承

認
の
件

＝
監
事
監
査
報
告
＝

◇
第
二
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
承
認
の
件

◇
第
三
号
議
案

　

そ
の
他

⑴
優
良
経
理
員
表
彰（
１
名
）

　

佐
藤　

忠
博 

殿

　
　
　
　
　
　

協
業
組
合
石
巻
浄
化
槽
管
理
セ
ン
タ
ー　

28
年

⑵
令
和
２
年
度
会
員
増
強
功
労
者
表
彰（
３
名
）

　

秋
月　

義
友 

殿　

株
式
会
社
秋
月
ト
ー
タ
ル
エ
ー
ジェン
シ
ー

　

及
川　

裕
介 

殿　

新
東
保
険
事
務
所

　

遠
藤　

敬
喜 

殿　

新
東
保
険
事
務
所

⑶
感
謝
状
贈
呈（
７
名
）

☆
退
任
理
事

　

佐
藤
幸
太
郎　

東
北
電
子
工
業
株
式
会
社

　

伊
藤　

伸
彦　

株
式
会
社
伊
藤
建
材

　

大
森　

宣
勝　

株
式
会
社
ち
ゃ
ん
こ
萩
乃
井

　

三
浦　
　

剛　

み
う
ら
家
具
株
式
会
社

　

加
納　

茂
信　
（
青
年
部
会
）株
式
会
社
ラ
ン
プ
ワ
ー
ク
ス

　

岩
倉
智
津
江　
（
女
性
部
会
）株
式
会
社
桃
生
交
通

☆
退
任
支
部
役
員（
東
松
島
支
部
）

　

木
村　

浩
一　

株
式
会
社
木
村
土
建

永
年
の
功
労
・
顕
著
な
貢
献
を
称
え

十
一
名
に
表
彰
状
な
ど
授
与

《
退
任
》

監
事　

木
村　

繁

　
　
　

石
巻
商
工
信
用
組
合

理
事　

青
木　

八
州

　
　
　

㈱
石
巻
ガ
ス

《
就
任
》

監
事　

梶
谷　

啓
二

　
　
　

石
巻
商
工
信
用
組
合

理
事　

中
澤　

一
男

　
　
　

㈱
石
巻
ガ
ス

勤
続
年
数
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青
年
部
会
で
は
令
和
三
年

度
報
告
会
を
五
月
十
四
日

（
金
）大
も
り
や
本
店
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
書
面
で
の
開
催
と
し
ま
し

た
が
、
本
年
度
は
役
員
会
で

　

女
性
部
会
で
は
、
五
月

二
十
一
日（
金
）石
巻
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
て
石
巻
税
務
署

様
を
は
じ
め
来
賓
の
皆
様
を

お
招
き
し
、
令
和
三
年
度
報

告
会
並
び
に
公
開
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
よ
り
報
告
が
な
さ

れ
、
報
告
会
は
滞
り
な
く
終

了
し
ま
し
た
。

　

提
案
事
項
は
左
記
の
通
り

で
す
。（
役
員
会
承
認
事
項

報
告
）

第
一　

令
和
二
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
報

告
の
件

第
二　

令
和
三
年
度
事
業
計

画
並
び
に
収
支
予
算
報

告
の
件

令
和
三
年
度
報
告
会
を
開
催

令
和
三
年
度
報
告
会
並
び
に

公
開
講
演
会
を
開
催

青
年
部
会

女
性
部
会

令和３年度  女性部会役員名簿
職　名 氏　　名 会　　社　　名

部  会  長 木村美保子 ㈱ゼン・インターナショナル
副部会長 小笠原博美 ㈱友善商事

齋藤喜和子 石巻みなと商運㈱
岩倉智津江 ㈱桃生交通

幹　　事 大森八重子 ㈲大森花園
菊地　幸子 ㈱菊地モータース
佐々木ミチ子 ㈱ヤマサコウショウ
斎藤さき子 河北トラック㈱
高橋　和子 北上電設工業㈱
松本　芙美 ㈱アシハラ
横山　章子 ㈲追分温泉
渡辺ひろ子 桃建工業㈱
根子　邦枝 ㈱共和車輌
髙橋　一美 高橋屋根工業㈱

相  談  役 阿部　信子 豊和建設㈱
顧　　問 杉浦みち子 ㈱杉浦鉄工所

令和３年度  青年部会役員名簿
職　名 氏　　名 会　社　名

部  会  長 栁橋　哲也 ㈱ほけんセレクト

副部会長 高橋　　一 ㈲アグリサービス髙勝

高橋　政則 ㈲高橋建機工業

雁部　伸浩 ㈱ケアーサービス希慈

幹　　事 岩倉　　準 ㈱桃生交通

齋藤　丈徳 大同生命保険㈱石巻営業所

大橋　　諒 ㈲おおはしコーポレーション

菊地　敏宏 社会保険労務士きくち事務所

今野　貴史 ㈲エステートコンノ

今野　将克 ㈲今弥商店

平井　教雄 AIG 損害保険㈱石巻支店

松永　有一 ㈱マツナガ

渡邊　宏紀 桃建工業㈱

相  談  役 今野　英樹 今野梱包㈱

顧　　問 加納　茂信 ㈱ランプワークス

協
議
を
重
ね
、
感
染
対
策
を

万
全
に
施
し
た
上
で
時
間
を

縮
小
す
る
な
ど
し
開
催
を
致

し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
役
員
会
で

承
認
さ
れ
た
事
項
す
べ
て
が

報
告
さ
れ
、
滞
り
な
く
終
了

し
ま
し
た
。　
　
　

　

報
告
事
項
は
左
記
の
通
り

で
す

【
報
告
事
項
】

◇
令
和
二
年
度
事
業
報
告
の

件
◇
令
和
二
年
度
収
支
決
算
報

告
の
件

◇
令
和
三
年
度
事
業
計
画
報

告
の
件

◇
令
和
三
年
度
予
算
報
告
の

件

◇
そ
の
他

　

ま
た
、
役
員
改
選
に
よ
り

加
納
茂
信
部
会
長
（
㈱
ラ
ン

プ
ワ
ー
ク
ス
）
が
任
期
の
二

年
を
終
え
、
新
た
に
柳
橋
哲

也
氏
（
㈱
ほ
け
ん
セ
レ
ク

ト
）
が
部
会
長
へ
就
任
し
ま

し
た
。

　

柳
橋
新
部
会
長
は
就
任
挨

拶
で
「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る

が
、
部
会
活
動
の
充
実
を
図

り
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
部
会
員
の
増
強
に
取
り

組
み
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
役
員
に
は
左
記

の
方
々
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

第
三　

任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
の
報
告
の
件

第
四　

そ
の
他

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
が
あ
り
、
木
村
美

保
子
新
部
会
長
か
ら
岩
倉
智

津
江
前
部
会
長
へ
花
束
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
役
員
に
は
左
記

名
簿
の
皆
さ
ん
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

報
告
会
終
了
後
は
、
公
開

講
演
会
と
し
て
「
ジ
ャ
ズ
と

語
ろ
う
！
」
と
題
し
た
演
奏

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
定
禅
寺
ス
ト
リ
ー
ト

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
立
ち
上
げ
る
な
ど
国
際
的

に
活
躍
す
る
在
仙
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
の
安
田
智
彦
氏
が
、

自
身
の
バ
ン
ド
と
と
も
に
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
や
歌

謡
曲
を
ジ
ャ
ズ
ア
レ
ン
ジ
し

た
曲
な
ど
を
披
露
し
、
一
般

参
加
者
を
含
め
客
席
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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河南桃生支部
第1回役員会

東松島支部
第1回役員会

若手社員のための
モチベーションアップ研修

新入社員セミナー

租税教室② 租税教室③租税教室①

女川支部
第1回役員会

日　　付　令和３年４月６日㈫
会　　場　河南桃生商工会桃生支所

日　　付　令和３年４月21日㈬
会　　場　ちゃんこ萩乃井

日　　付　令和３年５月28日㈮
会　　場　石巻市かわまち交流センター
　　　　　「かわべい」
講　　師　㈱ポールスターコミュニケーションズ

代表取締役　北　宏志 氏

日　　付　令和３年４月13日㈫・14日㈬
会　　場　石巻市かわまち交流センター
　　　　　「かわべい」
講　　師　㈱ポールスターコミュニケーションズ

代表取締役　北　宏志 氏
　　　　　㈱ウィルファースト

代表取締役　植田　絵美子 氏

日　付　令和３年６月２日㈬
会　場　東松島市立宮野森小学校
児童数　６学年20名
講　師　副部会長　岩倉 智津江 氏

日　付　令和３年６月３日㈮
会　場　石巻市立山下小学校
児童数　６学年31名
講　師　部会長　木村 美保子 氏

日　付　令和３年５月10日㈪
会　場　石巻市立中里小学校
児童数　６学年34名
講　師　部会長　木村 美保子 氏

日　　付　令和３年４月９日㈮
会　　場　女川町まちなか交流館

本 部 会 本 部 会

本 部 会 本 部 会
本 部 会

女 性 部 会 女 性 部 会 女 性 部 会
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事 業
報 告

令和３年４月

～

令和３年６月

租税教室⑤ 租税教室⑦租税教室⑥

租税教室② 租税教室④租税教室③

租税教室①

日　付　令和３年６月８日㈫
会　場　石巻市立向陽小学校
児童数　６学年68名
講　師　幹事　今野 将克 氏

日　付　令和３年６月18日㈮
会　場　石巻市立中津山第一小学校
児童数　６学年10名
講　師　副部会長　髙橋 一 氏

日　付　令和３年６月10日㈭
会　場　石巻市立開北小学校
児童数　６学年44名
講　師　部会員　鈴木 孝正 氏

日　付　令和３年５月25日㈫
会　場　石巻市立寄磯小学校
児童数　５・６学年４名
講　師　部会長　柳橋 哲也 氏

日　付　令和３年６月１日㈫
会　場　石巻市立渡波小学校
児童数　６学年46名
講　師　部会員 齋藤 祐司 氏

日　付　令和３年５月26日㈬
会　場　石巻市立東浜小学校
児童数　６学年２名
講　師　部会員　齋藤 幸一 氏

日　付　令和３年５月11日㈫
会　場　東松島市立大塩小学校
児童数　６学年34名
講　師　事務局職員　阿部 祐樹

青 年 部 会

青 年 部 会 青 年 部 会 青 年 部 会

青 年 部 会 青 年 部 会 青 年 部 会



本 

間  

英 

一

本 

間  

英 

一

石
巻
千
石
船
の
会

石
巻
千
石
船
の
会

副
会
長

副
会
長

舟
運
の
発
達

石
巻
湊
隆
盛
の
礎 

❶
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一
万
平
方
キ
ロ
）

　

鎌
倉
時
代
に
は
中
央
と
石
巻

の
間
に
は
小
規
模
な
舟
運
が

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
平

泉
に
あ
る
常
滑
焼
の
大
甕
は
、

船
で
運
ば
れ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
鎌
倉
か
ら
石
巻

に
逃
れ
て
き
た
護
良
親
王
の
伝

説
は
、
船
で
石
巻
に
来
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
文
献
上
北
上

川
舟
運
の
初
見
は
、
慶
長
五
年

（
１
６
０
０
）
の
伊
達
家
文
書

「
か
さ
い
大
さ
き
と
め
の
日
記
」

で
す
。
こ
れ
に
は
三
六
の
地
名

と
舟
数
が
あ
り
ま
す
が
、「
い

し
の
ま
き
之
内
」
一
五
艘
、「
み

な
と
の
内
」
一
五
艘
の
記
録
が

あ
り
ま
す
。

　

慶
長
一
六
年
（
１
６
１
１
）

に
は
、
イ
ス
パ
ニ
ア
の
ビ
ス
カ

イ
ノ
が
沿
岸
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
石
巻
が
良
港
で
あ
る

と
は
述
べ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

石
巻
は
川
湊
で
、
水
深
も
浅
く

暴
風
か
ら
船
を
守
ら
れ
な
い
の

で
す
。
小
竹
、
月
浦
、
雄
勝
な

ど
は
水
深
も
深
く
良
港
で
あ
る

と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
港

の
機
能
で
は
な
く
暴
風
か
ら
守

ら
れ
る
良
港
な
の
で
し
ょ
う
。

　

元
和
初
年
（
１
６
１
６
）
頃

に
は
、
現
在
の
三
陸
地
方
か
ら

江
戸
へ
南
部
藩
の
年
貢
米
の
一

部
や
気
仙
か
ら
材
木
が
江
戸
へ

運
ば
れ
て
い
る
記
録
が
あ
る
の

で
こ
の
頃
か
ら
江
戸
へ
の
航
路

は
確
立
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
た

だ
し
、
千
石
船
の
よ
う
な
大
型

船
で
は
な
く
、
日
中
だ
け
沿
岸

を
航
行
し
た
と
推
測
さ
れ
ま

す
。

　

石
巻
湊
が
大
き
く
発
展
し
た

の
は
、
徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕

府
を
開
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
江
戸
の
人
口
が
増
え

て
く
る
に
従
い
、
主
食
の
米
の

需
要
が
増
し
て
き
ま
す
。
そ
れ

に
目
を
付
け
た
伊
達
政
宗
は
、

領
内
に
新
田
を
開
拓
し
買
米
制

度
を
制
定
し
、
領
内
で
収
穫
さ

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
が

過
ぎ
、
復
興
と
い
う
名
の
も
と

に
石
巻
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
賢
者
は
歴
史
に

学
び
、
未
来
の
発
展
に
生
か
す

必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
は
ず

で
す
。
海
と
川
と
自
然
に
恵
ま

れ
た
石
巻
は
、
一
時
期
ロ
マ
ン

海
都
石
巻
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
石
巻
市
隆
盛
の
礎
に
大

き
く
影
響
を
与
え
た
も
の
は
何

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
歴
史

を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

石
巻
地
方
は
縄
文
時
代
か
ら

人
が
住
み
始
め
、
古
墳
時
代
に

は
蝦
夷
と
中
央
政
権
と
の
戦

が
あ
り
ま
し
た
。
延
長
五
年

（
９
２
７
）
に
は
、
鹿
島
御
児

神
社
な
ど
牡
鹿
一
〇
座
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
に
は

葛
西
氏
の
支
配
地
と
な
り
、
牡

鹿
湊
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
ま
だ
そ
の
頃
は
湊
と
し
て

の
機
能
は
小
さ
か
っ
た
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
地
理
的
に
み
る

と
石
巻
は
湊
と
し
て
発
展
す
る

要
素
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

石
巻
は
太
平
洋
側
の
北
日
本

で
、
犬
吠
埼
か
ら
青
森
の
尻
屋

崎
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
牡
鹿
半
島
か
ら
南
の
海

岸
線
は
な
だ
ら
か
で
す
が
、
北

は
リ
ア
ス
式
海
岸
で
、
関
東
方

面
か
ら
北
上
し
て
く
る
船
は
牡

鹿
半
島
で
や
っ
と
安
全
な
停
泊

地
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
金
華
山
は
頂

き
が
円
錐
形
で
遠
く
か
ら
見
て

も
す
ぐ
金
華
山
と
識
別
で
き
る

重
要
な
目
標
で
し
た
。
私
も
船

乗
り
時
代
に
は
金
華
山
沖
を
何

度
か
通
り
ま
し
た
が
、
金
華
山

は
望
見
し
て
す
ぐ
わ
か
り
ま

す
。

　

も
う
一
つ
の
鍵
は
北
上
川
が

石
巻
へ
注
い
で
い
た
こ
と
で

す
。
岩
手
県
北
部
か
ら
ほ
と
ん

ど
真
っ
直
ぐ
南
に
流
れ
る
北
上

川
は
今
で
い
う
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
北
上
川
の

よ
う
に
、
北
か
ら
南
に
流
れ
る

川
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
流

域
面
積
は
東
北
最
大
で
日
本
で

も
四
番
目
の
規
模
で
す
。（
約
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れ
る
余
剰
米
を
江
戸
へ
送
り
ま

し
た
。
北
上
川
、
江
合
川
、
鳴

瀬
川
な
ど
の
流
域
は
新
田
開
発

に
は
も
っ
て
こ
い
で
し
た
。
そ

の
米
を
川
筋
で
石
巻
に
集
積
す

る
こ
と
や
、
江
戸
へ
運
搬
す
る

に
は
舟
運
が
必
要
不
可
欠
で
し

た
。

　

仙
台
藩
か
ら
江
戸
へ
の
廻

米
の
初
見
は
、
元
和
六
年

（
１
６
２
０
）
水
沢
よ
り
江
戸

ま
で
米
五
〇
〇
石
を
運
ん
だ
記

録
で
す
。
こ
れ
は
石
母
田
家
文

書
に
あ
る
も
の
で
石
母
田
大
善

が
藩
主
よ
り
御
朱
印
を
得
て
石

巻
か
ら
米
を
廻
送
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
米
は
伊
達
藩
内
部
で

の
消
費
米
と
お
も
わ
れ
ま
す
。

五
〇
〇
石
の
米
な
の
で
お
そ
ら

く
数
隻
の
船
で
運
ん
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
石
巻
～
那
珂
湊
か
ら

内
陸
水
路
な
ど
を
利
用
し
て
運

ん
だ
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
詳

し
い
こ
と
は
不
明
で
す
。
石
巻

か
ら
江
戸
廻
米
が
本
格
化
す

る
の
は
寛
永
期
（
１
６
２
４
）

か
ら
と
言
わ
れ
、
元
和
八
年

（
１
６
２
２
）
に
は
仙
台
藩
は

石
巻
に
米
蔵
を
建
て
て
い
ま

す
。

　

船
は
今
で
い
え
ば
、
貨
物
列

車
や
貨
物
ト
ラ
ッ
ク
と
同
じ
で

す
が
、
ま
だ
航
路
も
不
確
定
な

当
時
の
海
上
輸
送
で
は
乗
組
員

の
命
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
、
事
実
た

く
さ
ん
の
船
が
遭
難
し
て
多
く

の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
板
子

一
枚
下
は
地
獄
の
船
乗
り
は
特

別
な
存
在
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

一
九
九
五
年
七
月
、
石
巻
市

図
書
館
に
於
い
て
千
石
船
展
が

開
催
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
と

し
て
石
巻
千
石
船
の
会
が
誕
生

し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
江
戸
期

の
廻
船
問
屋
末
裔
を
中
心
と
し

て
結
成
さ
れ
た
会
で
す
。
石
巻

湊
の
調
査
研
究
と
、
歴
史
的
視

点
に
立
ち
、
ま
ち
づ
く
り
の
一

助
と
な
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

今
後
、
こ
の
広
報
誌
に
お
い
て

石
巻
千
石
船
の
会
の
調
査
研
究

を
基
に
し
て
千
石
船
な
ど
海
に

関
す
る
事
柄
を
紹
介
し
て
ゆ
き

ま
す
。

　

最
後
に
自
己
紹
介
と
な
り
ま

す
が
、
私
の
ご
先
祖
は
江
戸
期

に
武
山
屋
と
い
う
廻
船
問
屋
で

し
た
。
初
代
は
釜
谷
か
ら
石
巻

湊
へ
移
住
し
、
私
で
一
〇
代
目

と
な
り
ま
す
。
皆
様
よ
く
ご
存

知
の
陶
器
店
「
観
慶
丸
」
は
武

山
屋
の
持
ち
船
で
し
た
。
観
慶

丸
の
船
頭
を
長
年
務
め
た
幸
助

が
幕
末
か
ら
明
治
の
頃
に
観
慶

丸
の
名
を
譲
っ
て
も
ら
い
観
慶

丸
商
店
と
な
り
ま
し
た
。
観
慶

丸
と
い
う
船
名
の
初
見
は
寛
保

二
年
（
１
７
４
２
）
武
山
市
四

郎
の
持
ち
船
と
し
て
現
れ
ま

す
。
市
四
郎
は
観
慶
丸
・
観
音

丸
と
い
う
二
艘
の
持
ち
船
で
江

戸
へ
向
か
う
途
中
、
房
州
沖
で

大
し
け
に
遭
い
ま
す
。
そ
の

時
、
市
四
郎
は
一
心
不
乱
に
普

門
品
を
唱
え
、
信
仰
し
て
い
る

釜
谷
観
世
音
に
祈
願
し
た
と
こ

ろ
、
観
世
音
が
風
雲
の
中
か
ら

現
れ
導
か
れ
た
と
こ
ろ
が
銚
子

の
湊
だ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
の
時
の
報
恩
と
し
て
市
四
郎

が
江
戸
で
六
三
〇
両
を
か
け
て

造
ら
せ
た
厨
子
が
釜
谷
の
観
音

寺
に
あ
り
ま
し
た
が
残
念
な
が

ら
東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
た

め
失
わ
れ
ま
し
た
。（
大
川
村

史
等
）
観
慶
丸
の
最
後
の
記
録

は
、
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）

銚
子
湊
入
口
で
破
船
し
船
頭
松

五
郎
は
溺
死
し
て
い
ま
す
。（
永

巖
寺
過
去
帳
）
観
慶
丸
は
船
名

と
し
て
は
一
二
〇
数
年
、
そ
の

後
現
在
ま
で
店
の
名
前
と
し
て

二
八
〇
年
以
上
引
き
継
が
れ
て

い
ま
す
。

（略歴）
昭和24年石巻市生まれ
大学卒業後昭和47年～昭和53年まで船乗り生活
昭和54年石巻ローンテニスクラブ創設

@manakikadonowaki

まねきショップ
〒986-0834  石巻市門脇町2-10-1

本 間 英 一

（社会貢献）
石巻千石船の会副会長
石巻テニス協会副会長
かどのわき町内会会長

著 者 紹 介
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　税務調査の方法にはいろいろな切り口がありますが、昔から「人」、「物」、「金」のいずれかを端緒
として深度ある調査を行えば、自ずと結果が出ると言われてきました。今回の「現金監査」はまさ
に「金」の領域です。

　現金商売の会社の調査では、事業の実体を把握するために無予告による現況調査が行われるこ
とが多々ありますが、その時、必ずと言って良いほど「現金監査」も実施されます。具体的には、
調査日当日の現金残高と金銭出納帳の帳簿残高との照合を行い、『調査前日の金銭出納帳の帳簿残
高』－『調査日当日の現金で支払われた仕入や経費等分』＋『調査日当日の現金売上高』の検算を行
います。調査日当日の現金残高と一致しますよね。一致しない？　それはおかしいですね！　調
査官は、現金残高が少なかったら売上を抜いた後だと思うし、逆に現金残高が多かったら売上げ
を抜く前の状態と想定するでしょう。いずれにしても差額の説明をしっかり行わなければなりま
せん。
　よく苦しまぎれに「代表者への時貸しのお金を返してもらったので現金が多い」とか、逆に「時
貸しをしたのを忘れていたので現金が少ない」と開き直る人がおりますが、まさに墓穴を掘って
いる説明となっていますよ。もしそうであるならば、会社と代表者間の金銭のやり取りが恒常的
にあるということになりますので、代表者個人の預金通帳やカバンの中身までチェックされるこ
とになるでしょう。
　現金の残高が一致しない場合には、その日の売上げは夜間金庫に預けるのか、あるいは店の責
任者がいったん閉店後に持ち帰り翌日整理をするのか、代表者宅に当日届けさせるのか等、現金
の管理をどのように行っているかの説明を求められます。もし、代表者宅であるならば、すぐに
同行をお願いし、現物確認の調査を受けることになります。現金にルーズな会社は疑われても仕
方ありませんね。
　飲食店や小売店の経営者は、従業員の不正行為の防止も兼ねて、レジ等現金を扱う担当者を時
間でシフトするなど内部牽制には気を配っているはずで、親族に最終的な現金管理を任せている
ケースも多いでしょう。国税当局では、調査対象法人の株主構成や代表者の親族関係者等を事前
に把握していますので、現金監査で現金が合わないとなると確信犯と見るでしょうね。日頃の現
金の管理状況、例えば集金がある場合には、どの帳簿書類等に基づいているのか、集まった現金
は誰がチェックして最終的に誰に渡しているのか等について、担当者は根掘り葉掘り聞かれます
よ。調査官は意味も無く聞いているのではなく、説明に出てくる帳簿書類や手控え等を確認し、
その全貌を把握するための端緒を探しているのです。
　「最近のものしか残っていません」、「古いものは捨てました」と答える経営者もいますが、相手
先に反面調査をすれば分かる話です。どんなに面倒でも、結果が大変なことになるのが目に見え
ているのですから、日頃から帳簿残高と現金の確認は必ず行うようにしましょう。

【筆者紹介】牧野義博（まきの・よしひろ）
　東京国税局調査部において特別国税調査官、統括国税調査官、調査開発課長等を経て
八王子税務署長を最後に退官。東京都新宿区で税理士登録。著書には「ザ・税務調査１～
３」「税務トラブルと債務の確定」（大蔵財務協会）ほか専門誌等に執筆。ＨＰは「牧野義
博税理士事務所」で検索。全国各地で講演会も行っている。

現金監査 ～実践税務調査～
税理士　牧　野　義　博
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※当会ホームページからも、行事予定がご覧いただけます。
※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、予定が変更になる場合がございます。http://www.i-houjinkai.jp

行 事 予 定
７月８日 木 女性部会：第２回役員会 11:30 茶寮　景松庵
７月15日 木 県連：第１回事業委員会 15:00 宮城県連事務局

７月16日 金
青年部会：租税教室⑨ 10:45 石巻市立前谷地小学校
女性部会：第２回部会長会議 12:00 大同生命保険㈱仙台支社

７月17日 土 移動検診車による定期健康診断   9:00 石巻ルネッサンス館
７月19日 木 青年部会：第２回部会長会議 13:00 パレスへいあん
７月21日 水 県連：第１回厚生委員会 15:00 大同生命保険㈱仙台支社
７月29日 木 県連：第１回広報委員会 15:00 宮城県連事務局
８月３日 火 県青連：第２回租税教育推進委員会 未定 未定
８月18日 水 簿記実務講座① 14:00 石巻商工会議所

８月20日 金
県連：第１回事務局職員研修会 14:00 仙台ビルディング
インボイス対策セミナー 14:00 石巻グランドホテル

８月23日 月 簿記実務講座② 14:00 石巻商工会議所
８月24日 火 新設法人説明会（第１回） 未定 未定
８月25日 水 簿記実務講座③ 14:00 石巻商工会議所
８月26日 木 女性部会：税務研修会 14:00 石巻グランドホテル

８月27日 金
女川支部：税務研修会 10:00

女川町まちなか交流館
女川支部：支部報告会 11:30

８月30日 月 簿記実務講座④ 14:00 石巻商工会議所
９月１日 水 簿記実務講座⑤ 14:00 石巻商工会議所
９月２日 木 県連：第２回事務局長会議 13:00 県連事務局
９月６日 月 簿記実務講座⑥ 14:00 石巻商工会議所
９月８日 水 県連：第２回広報委員会 15:00 未定

９月９日 木
かほく支部：税務研修会 15:30

石巻かほく商工会支部報告会 17:00
会員交流会 17:30

９月11日 土 移動検診車による定期健康診断 未定 石巻ルネッサンス館
９月14日 火 県連：第２回総務委員会 15:00 未定

９月15日 水

第２回正副会長会議 14:00

石巻グランドホテル
第２回理事会 15:00
公開講演会 16:00
福利厚生制度連絡協議会 17:00
会員交流会 17:30

９月16日 木 県連：第２回組織委員会 15:00 未定
９月17日 金 東松島支部：税務研修会 15:30 東松島市商工会

９月17日 金
支部報告会 17:10

東松島市商工会
会員交流会 17:30

９月22日 水

県連：役職員研修会 15:00 未定
河南桃生支部：税務研修会 15:30

河南桃生商工会支部報告会 17:10
会員交流会 17:30

９月27日 月 県連：第２回税制委員会 15:00 仙台ビルディング
９月28日 火 県連：第２回理事会 16:00 仙台ガーデンパレス
10月４日 月 総務管理講座① 15:00 石巻商工会議所

10月７日 木
第37回全国大会（岩手大会） 14:00 盛岡市民文化ホール（岩手県盛岡市）
総務管理講座② 15:00 石巻商工会議所

10月11日月 総務管理講座③ 15:00 石巻商工会議所
10月14日木 総務管理講座④ 15:00 石巻商工会議所
10月15日金 県女連：第３回部会長会議 未定 未定
10月18日月 総務管理講座⑤ 15:00 石巻商工会議所
10月21日木 総務管理講座⑥ 15:00 石巻商工会議所
10月25日月 総務管理講座⑦ 15:00 石巻商工会議所

10月28日木
第38回法人会親睦ゴルフ大会   9:00 松島チサンカントリークラブ
総務管理講座⑧ 15:00 石巻商工会議所

11月１日 月 総務管理講座⑨ 15:00 石巻商工会議所
11月４日 木 総務管理講座⑩ 15:00 石巻商工会議所
11月13日土「税を考える週間」税のイベント 10:00 イオンモール石巻
11月16日火 女性部会：第15回女性フォーラム（新潟大会） 未定 朱鷺メッセ（新潟県新潟市）
11月20日土 移動検診車による定期健康診断 未定 石巻ルネッサンス館
11月24日水 年末調整説明会 未定 マルホンまきあーとテラス

11月25日木
青年部会：租税教育プレゼンテーション 未定 佐賀市文化会館（佐賀県佐賀市）
青年部会：県内部会長懇談会 未定 未定

11月26日金 青年部会：第35回青年の集い（佐賀大会） 未定 佐賀市文化会館（佐賀県佐賀市）
11月27日土 インフルエンザ予防ワクチン接種 未定 石巻ルネッサンス館
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▪解答を書いたパズルを切り取
るかまたはコピーして、ハガキ
に貼り、住所・氏名・連絡先と
広報誌の感想・ご意見などを
一言ご記入いただき、法人会
事務局へお送り下さい。正解
者の中から抽選でクオカード
1,000円分を3名様へプレゼン
トいたします。〆切は８月末日
までとさせていただきます。

※矢印の方向に２文字の熟語が出来るように、A・Bにあてはまる漢字
を書きましょう。

【作者紹介】株式会社ニコリ
　日本初のパズル専門誌「パズ

ル通信ニコリ」を発行する出
版社。数独・クロスワードな
ど多種多様なパズルをメディ
アへ提供するコンテンツメー
カーでもある。スマホアプリ
「スマニコリ」も配信中。

矢印の方向に２文字の熟語が出来る
ように、□にあてはまる漢字を書き
ましょう。

《例題》

【答え】法

〒986-0032
　　石巻市開成1－35
　　石巻ルネッサンス館内
　　（公社）石巻法人会  パズル係
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